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＜あらまし＞ 本研究は, 看護基礎教育における食事援助技術の教育を改善するため, ゴ

ールベースシナリオ(GBS)理論を応用した e ラーニング教材の設計を目的としている. この

教材は, 臨地実習前の事前学習として, 安全で効果的な食事援助技術をweb上でトレーニン

グすることを可能にする. 学生は模擬的な臨床場面で食事援助技術を学び, 判断力と問題

解決能力を養うことができる.  
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1. はじめに 

看護学教育モデル・コア・カリキュラムで

は, 学修者本位の教育とコンピテンシー基盤

教育の推進が重視されている. 臨床スキルに

おいては, 人々のライフサイクル, 健康状態, 

生活環境に応じた看護に必要な技能を修得し, 

根拠に基づく質の高い看護を実践することが

求められている. また, 新型コロナ感染症拡

大を契機に, 遠隔教育や能動的な学修を促す

手法が取り入れられてきた. 臨床シナリオを

用いて実践的な学修経験を提供する教育手法

も活用される.  

学修評価目的には, 診断的評価（事前学習）,

形成的評価, 総括的評価があり, 形成的評価

や総括的評価では, 臨地実習の受け持ち患者

によって経験する内容が異なるため, 同一の

内容を経験する等, コントロールすることが

難しい. コントロールが可能で安全に経験が

できるように, 実習前の事前学習に着目し, 

臨地実習で経験する機会の多い看護技術につ

いて教材設計を試みる.  

2. 目的 

本研究の目的は, ゴールベースシナリオ

（GBS）理論を用いて「食事援助技術」を体系

的に学ぶ e ラーニング教材を設計し, 看護学

生の専門知識に基づいた問題解決能力の向上

を図ることである.  

3. 全体の設計 

本研究は、看護学生 1〜4 年生を対象とし,

臨地実習前の事前学習として活用する e ラー

ニング教材を設計する. 教材は, GBS 理論を

応用し, 食事援助技術に焦点を当てている. 

学習プロセスは以下の 3 段階で構成する.  

(1) 事前課題：食行動に関する情報を模擬カル

テから選択するテストを実施する.  

(2) ストーリー型学習：誤嚥性肺炎患者の食事

援助をシナリオとして展開する. 各段階で選

択肢を提示し, 学生の判断に基づいてストー

リーが進行する. 適切なフィードバックを提

供し, 問題解決能力を養成する.  

(3) 最終課題：シナリオ体験を踏まえ, 臨地実

習での具体的な行動目標を立案するレポート

を作成する.  

この設計により, 学生は安全な環境で実践

的な経験を積み, 臨床現場での対応力を向上

させることが期待される. また, 自己の強み

と弱みを認識し, 実習に向けた効果的な準備

が可能となる.  

3.1. e ラーニングのデザイン 

本研究で設計する eラーニング教材は, GBS

理論に基づいて設計され, 看護学生が食事援

助技術を効果的に学習できるよう構成されて

いる.  

 ストーリー型学習 

教材の核となるストーリー型学習は, 以下

の要素で構成される.  

(1) 使命：誤嚥性肺炎患者に安全な食事援助を

行い, 再発を予防する.  

(2) カバーストーリー：学生は, 誤嚥性肺炎で
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入院中の A さん（70歳代、男性）の食事援助

を担当する看護学生として設定する.  

(3) 役割：A さんを受け持つ看護学生 

(4) シナリオ操作：患者情報の確認, 環境整備

と準備, 食事援助の実施, 観察と評価, 記録

と報告の各段階で展開する.  

(5) 情報源：模擬患者カルテ, 指導看護師から

のアドバイス, 看護技術テキスト 

(6) フィードバック：シナリオ中の選択肢に応

じた結果と解説を提供する.  

3.1.2. 学習目標 

学習目標は, ガニェの 5 つの学習成果に基

づいて設定する.  

(1) 言語情報：食行動に関連する用語や情報を

理解し選択できる.  

(2) 知的技能：模擬カルテから収集した情報を

分析・解釈できる.  

(3) 認知的方略：食事援助中の問題に対して解

決策を考案し実行できる.  

(4) 運動技能：安全で効果的な食事援助技術を

観察し質問できる.  

(5) 態度：患者の尊厳を尊重し, 個別性に配慮

した食事援助の姿勢を示せる.  

3.1.3. シナリオ 

シナリオは複数の重要な判断ポイント（FH）

で構成され, 各 FH で学生に選択肢を提示す

る.  

FH1 問題例：（環境整備と準備） 

A) ベッドを水平にする 

B) ベッドを 30度起こす 

C) ベッドを 90度起こす 

正解は B で, 不適切な選択をした場合は, 

指導看護師から誤嚥予防のための適切な体位

について指導を受ける.  

3.1.4 特徴 

e ラーニングデザインの特徴として, 以下

の点が挙げられる.  

(1) インタラクティブな学習体験：学生は単に

情報を受け取るだけでなく, シナリオ内で能

動的に判断を下し, その結果を即座に体験で

きる. これにより, 理論と実践の橋渡しが効

果的に行われる.  

(2) リアルタイムフィードバック：各選択肢に

対して即座にフィードバックが得られ, 学習

効果を高める. 誤った選択をした場合, その

理由を情報源から正しい対応を学ぶことがで

き, 実践的な知識の定着を促す.  

(3) 進捗管理と学習分析:学習管理システム

（LMS）を通じて, 学生の進捗状況や理解度を

詳細に把握できる. これにより, 教員は個々

の学生の学習ニーズを把握し, 適切な支援を

提供することが可能となる.  

(4) 柔軟な学習環境：時間や場所の制約を受け

ずに学習できるため, 学生は自身のスケジュ

ールに合わせて効率的に学習を進めることが

できる. これは、特に臨床実習や他の科目と

の両立が求められる看護学生にとって大きな

利点となる.  

(5) 反復学習の促進：学生は必要に応じて何度

でもシナリオを繰り返し, 理解が不十分な部

分を重点的に学習することができる. これに

より, 個々の学習ペースや理解度に合わせた

効果的な学習が可能となる.  

(6) 臨床判断能力の育成：臨床状況を模したシ

ナリオを通じて, 学生は安全な環境で臨床判

断能力を養うことができる. これは,実際の臨

床現場での実践に向けた重要な準備となる.  

(7) 自己評価と振り返りの促進：各シナリオ終

了後に自己評価の機会を設け, 学生が自身の

強みと弱みを認識し, 今後の学習目標を設定

できるようにする. これにより, 自己主導型

学習の習慣を養成する.  

(8) 継続的な更新と改善：臨床現場の最新の知

見や実践を反映させるため, 定期的にコンテ

ンツを更新する仕組みを組み込む. これによ

り, 常に最新の知識と技術を学ぶことができ

る環境を維持する. 

4. 今後の課題 

設計する教材の有効性を評価し, 必要に応

じて改善を行う. また, 他の看護技術への応

用可能性を検討し, より包括的な看護教育プ

ログラムの開発を目指す.  
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